
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

通報装置の必要な世帯に貸与を行った。併せて月に一度、警備員が利用者宅の訪問を行った。
社会福祉協議会や民生委員等の協力により、新規の利用者が増加している。
新規設置台数：23台　撤去台数：6台

どのような成果が現れます（現れました）か？

ひとり暮らしの高齢者や重度身体障害者が急病や災害等の緊急時に24時間体制で対応することが
できるため、安心した生活ができる。

急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図ることが可能となり、利用者の安心感の向上に
貢献した。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

通信運搬費

緊急通報装置貸付事業費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉

サブリーダー 吉葉恵子

計
画

ひとり暮らしの高齢者及び重度身体障害者のお宅に、緊急事態が発生したときに、委託業者に通
報が行き、警備員が駆けつける装置を取り付け、利用してもらう。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

緊急通報装置貸与台数

100台 118台

扶助費

通信運搬費 10,600

4,234,000委託料

扶助費

3,528,000

77,400

3,789,870

53,700

委託料

78,000

委託料

金　額

特　記　事　項

0

3,843,570

特　記　事　項

特　記　事　項

緊急通報システム業務委託料

福祉電話費用＠（基本料金＋60通話分）×２名分

4,323,0003,616,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０３０１０３－００３－０１－０２－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

通信運搬費 11,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

扶助費

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

3,843,570

計　画

4,323,000

4,323,000

実　績

3,843,570

0

3,616,000

0


